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愛知県印刷工業組合
人に 社会に 想いを カタチに

グランプリ受賞の
山元憧子さんの作品
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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。



りましたが、これまでの経験の中で女性が受検さ
れることはほとんどありませんでした。理由とし
ては、体力を要する作業が多い労働環境や、女性
が少数派となりやすい職場、キャリアパス、ワー
クライフバランスなどの課題があると言われてい
ました。しかし、昨年と本年の印刷技能検定には
複数の女性が受検されました。これは非常に喜ば
しい変化であり、送り出していただいた企業様の
環境整備や取り組みが素晴らしいからだと思いま
した。この変化が一過性のものではなく、今後も
続き、さらに多くの女性が受検されることを願っ
ています。そして、業界全体が多様性に富み、新
しい視点やアイデアが取り入れられ、結果として
企業様にとっても、より優秀な人材の確保に繋が
ることを期待しております。
　教育委員会の事業は、組合員企業様の積極的な
参加があって初めて成り立ちます。我々教育委員
会も引き続き事業を推進し、サポートさせていた
だき、皆様の企業の発展に寄与できるよう努力し
てまいります。

　少し早いですが、新しい年が皆様にとって実り
多き一年となりますよう、心よりお祈り申し上げ
ます。どうぞ来年もよろしくお願い致します。

　本年より教育委員会担当の副理事長を仰せつか
りました加藤です。昨年までは教育委員長を務め
させていただいており、引き続きの役割となりま
すが、どうぞよろしくお願い致します。また、日
頃は組合員の皆様には教育委員会の事業にご協力
いただき、改めましてお礼申し上げます。
　今年も 12月となり、年の瀬を迎えつつありま
す。歳を重ねるにつれて、1年が本当に短く感じ
られるようになりました。あっという間に過ぎ去
った 1年ですが、今年も様々な出来事がありま
した。スポーツではパリオリンピックや大リーグ
での大谷翔平選手の歴史に残る活躍がありまし
た。本当にワクワクしながらテレビで観戦してお
りました。何かで読んだのですが、大谷選手の成
功には、①年間、野球に飽きることがないという
情熱、②計画的なトレーニング、③質の高い睡眠
が鍵だそうです。なるほど、と納得しながらも、
その徹底ぶりは常人には計り知れないものだと思
いました。
　さて、本年の教育委員会は、2つの資格試験の
運営を主な業務としております。ひとつは既に実
施済みの印刷技能検定、もうひとつは年明けに実
施されるDTP技能検定です。どちらも国家資格
です。印刷技能検定には 10年以上携わってまい
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巻頭言 「印刷技能検定」

副理事長　加 藤  義 章
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入賞・入選作品展／表彰式
グランプリに山元憧子さん
（専門学校日本デザイナー芸術学院）

賑わいを見せるポスターグランプリ
入賞・入選作品展会場（上）、表彰式で
挨拶する酒井審査委員長

■愛知・岐阜・三重・石川・富山各県工組・愛印協主催
第15回「ポスターグランプリ」

　愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山県の印刷工業組合と
愛知県印刷協同組合が主催する「第15回ポスターグランプ
リ」の表彰式が「ポスターグランプリ入賞・入選作品展」開催
中の11月10日、名古屋・栄の愛知芸術文化センターアート
スペースAにおいて、来賓、受賞者、受賞者関係者など多数が
出席し開催された。表彰式ではグランプリの山元憧子さんほ
か、優秀賞6名、特別賞13名、協賛会社賞34名、計54名の受
賞者に賞状、副賞が授与された。式典の席上挨拶に立った酒
井良輔審査委員長（愛知県印刷工業組合理事長）は、「ポスター
グランプリは、今回で15回を迎えた。我々印刷関連業界とデ

ザイン業界に携わる皆さんの貴重な事業として続けてきた
が、諸般の事情により今回をもって終了としたい」と述べ、今
後は、「新たな取り組みの中で皆様との接点をつくりたい」と、
新たな展開を示した。
　司会進行は岐阜県印刷工業組合事業委員会の四ツ橋憲彦委
員長が務めた。

　第15回ポスターグランプリ表彰式

　表彰式の冒頭、主催者を代表して挨拶に立った酒井審査委
員長は、来賓、受賞者、協賛会社へ礼を述べた後、次のように
語った。

来賓で出席の藤井隆史中部経済産業局課長（左）と
松本茂愛知県経済産業局担当課長

表彰式に出席した審査委員の皆さん
新家春二㈱新家デザイン室代表、安藤誠一郎中部デザイン団体
協議会会長、西脇康雄（一社）中部広告制作協会理事長、柳 智賢
RYU DESIGN代表、および各県工組の役員が列席した。

ギャラリーを飾った最後のグランプリ優秀作品
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酒井審査委員長と愛印工組・理事長賞を受賞した浦上一葉さん（右）酒井審査委員長とグランプリ受賞の山元憧子さん（右）

グランプリ及び優秀賞を受賞した左から、今井麻椰、黒岩紗奈、山元憧子、
酒井審査委員長、簗瀬由莉乃、河合結有、中田美緒莉の皆さん

　「ポスターグランプリは、平成22年にスタートして以来、
毎年毎年回を重ねるごとに応募作品も増え、昨年は最高の
456点の作品が集まった。しかし、今年は90点ほど減少し
た。このポスターグランプリは、我々印刷関連業界、デザイン
業界、そしてデザインに携わる皆さんのための貴重な事業と
して続けてきたが、昨今、新たなテクノロジーがいろいろな
ところで生まれている。こうしたテクノロジーを今後どのよ
うな形で発展、進化させていくか、考えさせられるタイミン
グに来た、との思いから、この15回を以って最後の回にした
い。今後は、また新たな取り組みの中で皆様と様々な接点を
つくることをお約束する」と述べた。
　次いで、来賓の中部経済産業局産業部流通・サービス産業
課の藤井隆史課長、愛知県経済産業局産業部産業振興課の松
本茂担当課長と、審査員各氏が紹介された後、表彰式に移り、
グランプリ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞の受賞者に表彰状と
副賞が贈られた。
　来賓祝辞では、来賓を代表して中部経済産業局藤井課長

が、「表彰式に先立ち作品展の会場を見てきたが、今回のテー
マ『いいかげん』はなんとでも取れる言葉であるが、この地域
の言葉『ええころかげん』みたいなイメージで捉えていた。し
かし、作品を拝見すると、決して皆さんいいかげんではなく
て、〝良い加減〟で作られている。昨今、インターネットやSNS
が普及しているが、様々な広告媒体の中でもポスターは一瞬
で通った人の心を捉え、何かを訴えかける。動画などに比べ
ると表現が難しいと思っている。展示されている作品はどれ
も心を捉えるような非常に考えられた作品で感心して見てき
た。今回でポスターグランプリは終了するが、経済産業省と
してもいろいろな形でクリエイターの育成などにはますます
力を入れていく」と述べた。

　ポスターグランプリ入賞・入選作品展

　第15回を迎えた「ポスターグランプリ入賞・入選作品展」
は、11月6日から11月10日まで、愛知県美術館8階ギャラ
リー展示室E・Fにおいて開催された。会場には、「いいかげん」
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山 元 憧 子
｢いいかげん」というテーマを聞いて私が考えた“いいか
げん”を描いてみました。

■グランプリ（最優秀賞）
中部経済産業局長賞

会場スナップ

第15回ポスターグランプリ
最優秀賞、優秀賞、特別賞受賞者（敬称略）

　【最優秀賞（グランプリ）・中部経済産業局長賞】
　●山元憧子（専門学校日本デザイナー芸術学院）
　【優秀賞】
　［一般の部］
　●愛知県知事賞：簗瀬由莉乃（新日本印刷㈱）　
　●岐阜県知事賞：木村彩乃（朝日印刷㈱）
　［大学生・専門学校生の部］
　●三重県知事賞：黒岩紗奈（専門学校日本デザイナー芸術学
院）
　●石川県知事賞：今井麻椰（専門学校日本デザイナー芸術学
院）
　［高校生の部］
　●富山県知事賞：中田美緒莉（富山県立富山北部高等学校）
　●中日新聞社賞：河合結有（中部大学第一高等学校）
　【特別賞】
　●名古屋市長賞：櫻井麻耶（専門学校日本デザイナー芸術学院）
　●愛知県教育委員会賞：丸山世渚（専門学校日本デザイナー
芸術学院）
　●岐阜県教育委員会賞：石井愛乃（岐阜県立岐阜各務野高等
学校）
　●三重県教育委員会賞：小山いこい（三重県立松阪工業高等
学校）
　●名古屋市教育委員会賞：嶋 菜留美（専門学校日本デザイ
ナー芸術学院）
　●（一社）中部デザイン団体協議会会長賞：稲吉 華（広告デ
ザイン専門学校）
　●（一社）中部広告制作協会賞：畑田茉那（専門学校日本デザ
イナー芸術学院）
　●全日本印刷工業組合連合会会長賞：高田桃子（あいち造形
デザイン専門学校）
　●愛知県印刷工業組合理事長賞：浦上一葉（専門学校日本デ
ザイナー芸術学院）

をテーマに、グランプリ（最優秀賞）を始め、優秀賞、特別賞、
協賛会社賞および入選に輝いた作品126点（入賞作品54点、
入選作品72点）が展示された。5日間の会期中700名の来場
者があり賑わいを見せた。
　※今回の応募作品は370点（前回456点）。内訳は、一般の
部71点、大学生・専門学校生の部171点、高校生の部128点。
県別では、愛知県162点、岐阜県38点、三重県58点、石川県
81点、富山県31点となった。
　※「いいかげん」をテーマにした第15回ポスターグランプ
リの入賞・入選作品（グランプリ1点、優秀賞6点、特別賞13
点、協賛会社賞34点、入選72点、合計126点）を収録した「第
15回ポスターグランプリ入賞・入選作品集」を刊行（1月下旬
刊行予定）。

　●岐阜県印刷工業組合理事長賞：植木杏珠（岐阜県立岐阜各
務野高等学校）
　●三重県印刷工業組合理事長賞：岡本祐汰（三重県立飯野高
等学校）
　●石川県印刷工業組合理事長賞：森 美月（金沢情報ITクリ
エイター専門学校）
　●富山県印刷工業組合理事長賞：坂上咲良（富山県立富山北
部高等学校）



− 7− 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

簗 瀬 由 莉 乃
わが家のお味噌汁にはこれといって決ま
りはない。その日にある具材や気分で変
わる、その気ままな味がわが家の「イイ
かげん」です。

今 井 麻 椰
いいかげんがもつ二つの意味を「を」と
「に」の二文字で表現。

木 村 彩 乃
林檎といえば赤い実がついていて茶色い
枝、緑の葉を想像します。その 3色があ
ればどんなにいいかげんで、本来の形か
らかけ離れた形状をしていても潜在意識
から林檎を連想できるのではないかと思
い制作しました。

中 田 美 緒 莉
コンセプトは普段のいいかげんです。私
自身、割り箸を割るのが下手で毎回失敗
してしまうため、いいかげんにしてよと
呆れることがあるのでこの作品を制作し
ました。

黒 岩 紗 奈
ウミウシはいいかげんな形をしてい
るけれど、ウミウシらしい良い加減
なのだと思います。人間にとっても
自分らしい良い加減を見つけていく
ことが大切だと思います。その意味
を込めて制作しました。

河 合 結 有
いいかげんであればあるほど面白い
「福笑い」に着目し制作しました。

●愛知県知事賞 ●岐阜県知事賞 ●三重県知事賞

●石川県知事賞 ●富山県知事賞 ●中日新聞社賞

■ポスターグランプリ優秀賞
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

●名古屋市長賞 ●愛知県教育委員会賞

●（一社）中部広告制作協会賞

●石川県印刷工業組合理事長賞

●岐阜県教育委員会賞

●全日本印刷工業組合連合会会長賞

●富山県印刷工業組合理事長賞

●三重県教育委員会賞

●愛知県印刷工業組合理事長賞

●名古屋市教育委員会賞

●岐阜県印刷工業組合理事長賞●中部デザイン団体協議会会長賞

●三重県印刷工業組合理事長賞

櫻 井 麻 耶 丸 山 世 渚

畑 田 茉 那

森  美 月

石 井 愛 乃

高 田 桃 子

坂 上 咲 良

小 山 い こ い

浦 上 一 葉

嶋 菜 留 美

植 木 杏 珠稲 吉  華

岡 本 祐 汰

■ポスターグランプリ特別賞
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　●木村賢人、横井恵（長苗印刷㈱）
　●川本和宏、増井富枝代（㈱マルワ）
　●三井誠（あいち印刷㈱）
　●大政明子、小笠原徹、菱川浩一（豊橋合同印刷㈱）
　■全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業組合理
事長表彰
　【推薦理由】
　「同一事業所において、10年以上勤務し、技術優秀、欠勤率
僅少にて、その勤務態度は他従業員の模範であり、表彰に該
当する者として事業主より推薦され、かつ、表彰審査委員会
において、全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業
組合理事長表彰に相応しいと認められた者である」。
　【受賞者（氏名・事業所名）】　　　　　　（※敬称略）
　●足立隆行、酒井一弘（菱源㈱）
　●青木淳浩、神川謙司（名鉄局印刷㈱）
　●長坂純、赤堀加奈、毛利真尚、寺田祐彦、春日井光子（新日
本印刷㈱）
　●黒野謙一、中村敦子、岩野雅人（プリ・テック㈱）
　●山口敦子、市ノ澤修一、熊沢夕衣、井上真菜、安藤有加里

（あいち印刷㈱）
　●清水彰則（㈱ヨシノ印刷）
　●青木佑磨、髙栁佳久、兵藤美保子、藤原浩美、加藤明、神
藤航、髙嶌あゆみ、金田洸輝（豊橋合同印刷㈱）

　令和6年秋の叙勲・褒章の受章者が発表され、愛知県印刷工
業組合前理事長の鳥原久資氏が、中小企業振興功績で藍綬褒
章を受章しました（一部既報）。叙勲では中小企業振興功労で
元富山県印刷工業組合理事長の楠行博氏が旭日双光章を受章
しました。
　［鳥原久資氏経歴］
　前全日本印刷工業組合連合会副会長／前愛知県印刷工業組
合理事長／愛知県印刷協同組合理事長／株式会社マルワ代表
取締役社長。
　昭和56年愛知教育大学教育学部小学校課程物理学科卒業
後、教職を経て、平成元年丸和印刷入社。平成6年取締役、平
成10年代表取締役社長に就任、平成24年から現社名に改称
し代表取締役社長の職にある。
　団体歴では、平成14年愛知県印刷工業組合理事に就任後、
副理事長を経て令和2年理事長に就任、2期4年にわたり業界
発展に尽力する。全日本印刷工業組合連合会では平成28年

理事に就任、令和2年から令和6年5月まで副会長を務めた。
また、令和6年5月に愛知県印刷協同組合理事長に就任したほ
か、令和3年より愛知県中小企業団体中央会理事の職にある。
　過去に、愛知県中小企業団体中央会会長表彰（組合功労
者）、全日本印刷工業組合連合会会長表彰（組合功労者）、愛知
県知事表彰（団体役員功労）、全国中小企業団体中央会会長表
彰（組合功労者）などを受賞している。

　※　　　　※　　　　※
　■印刷関連業界からの受章者
　令和6年秋の叙勲・褒章の受章者が発表されました。印刷産
業界から、叙勲では、産業振興功労で旭日重光章を元富士フ
イルム㈱社長の助野健児氏、旭日中綬章を元日本包装機械工
業会会長の大森利夫氏（大森機械工業㈱社長）、中小企業振興
功労で旭日双光章を元富山県印刷工業組合理事長の楠行博氏

（㈱タイヨーパッケージ会長）、元京都府紙器段ボール箱工業
組合理事長の戸田正和氏（㈱戸田コーポレーション会長）、中
小企業振興功労で旭日単光章を進和ラベル印刷㈱社長の晋道
純一氏と丸山印刷㈱社長の丸山恵右氏が受章しました。
　褒章では、業務精励（製本工・卓越技能）で黄綬褒章を㈱博
勝堂相談役の渡邉博之氏、中小企業振興功労で藍綬褒章を大
阪金属印刷工業協同組合理事長の船越敬氏（三船工業㈱社長）
が受章しました。

　愛知県印刷工業組合の令和6年度「永年勤続優良従業員表
彰」が行なわれました。同一事業所において10年及び15年の
長きにわたり勤務し、社業の発展に貢献してきた皆さんが表
彰されました。表彰式は、11月1日各事業所において行なわ
れました。
　■愛知県知事表彰
　【推薦理由】
　「同一事業所において、15年以上の長期にわたり連続勤務
し、その間、品行方正にして優れた知識技能をもって業務を
遂行するとともに後輩の指導育成にあたるなど、企業の発展
に著しく貢献する者として事業主より推薦され、かつ、表彰
審査委員会において、愛知県知事表彰に相応しいと認められ
た者である」。
　【受賞者（氏名・事業所名）】　　　　　（※敬称略）
　●伊藤理恵（鬼頭印刷㈱）

■愛知県知事表彰
■全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業
　組合理事長表彰

永年勤続優良従業員表彰
受彰の皆さん

令和 6 年度秋の叙勲・褒章

鳥 原 久 資 氏
藍 綬 褒 章 受章
（中小企業振興功績）
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　■印刷インキ工業会

「物流2024年問題に対しての適正化に向けた要請」

「商慣行の見直し」「物流の効率化」｢荷主・消費者の行動変容｣

　物流を支えるための環境整備
　印刷インキ工業会（北川克己会長）は、物流の「2024年問
題」の解決に向けて、得意先宛に要請文を作成し関係団体に
配布した。文書は「物流2024年問題に対しての適正化に向け
た要請」として、同工業会物流部会が作成した。要請文、要請
内容は以下の通り。
　【要請文】
　物流は国民生活や経済活動を支える社会インフラですが、
物流現場では担い手の不足が深刻化しており、労働環境の改
善が急務となっています。物流産業を魅力ある職場とするた
め、トラックドライバーの働き方改革に関する法律が2024
年4月から適用される一方、物流の停滞が懸念される「2024
年問題」に直面しています。
　この対策として、2023年6月に内閣官房から、「物流革新
に向けた政策パッケージ」が公表されています。ここでは、荷
主企業、物流事業者（運送・倉庫等）、一般消費者が協力して我
が国の物流を支えるための環境整備に向けて、①商慣行の見
直し、②物流の効率化、③荷主・消費者の行動変容が課題とし
てあげられています。当工業会会員企業の配送業務において
も、これまでの商慣行の見直し、物流の効率化を図り、荷主と
しての行動変容も考えなければいけません。当工業会では、
物流部会を発足させ、現状の把握を行ない、問題点をまとめ
ましたので、ご報告させていただきます。
　今後、当工業会会員各社が貴社に「商慣行の見直し」につい
て個別にご相談に上がらせていただく機会もあるかと存じま
す。その際には、物流負荷の軽減が急務であることにご理解、
ご賢察を賜り、格別なるご高配を賜りますようお願い申し上
げます。
　【要請内容】
　■危険作業の改善、法令違反の是正のお願い
　ドライバーが納品を行なう際の危険作業について、「安全で
安心な職場」を目指すために改善検討をお願いします。また、
歩道上での荷下ろしなどの法令違反作業については、これの
是正をお願いいたします。
　［具体的な作業事例］
　●凹凸や傾斜のある場所や狭い場所での荷下ろし作業、搬
送作業など、●荷下ろし後の数十メートルのフォークリフト
による搬送、●納入後、数100メートルのバック走行を強い
られる、●ポーターなしでの手作業によるドラム取り扱い。
　■付帯作業低減のお願い（商慣行の見直し）
　納品は車上渡し・軒先渡しを基本とし、ドライバーによる

付帯作業を無くすような荷受け体制構築をお願い申し上げま
す。やむを得ず付帯作業が発生する場合は、基本的に費用を
請求させていただきますが、ドライバーの作業低減という趣
旨にご配慮願います。また、契約書に「指定場所納入」の記載
がある場合、この項目の見直しもお願いしていく考えですの
で、ご対応を検討願います。
　［具体的な作業事例］
　●納品時における棚入れ作業、在庫品の入れ替え、日付の
記入、複数場所への納品作業、在庫の確認やその報告などの
作業、●コンテナの注入作業、コンテナの設置、コンテナの交
換作業、●納品時の指定パレットへの載せ替え作業。
　■待機時間削減に関するお願い（物流の効率化）
　納品時に、納入場所外部での待機、内部での納品待ち、コン
テナへの注入時間の事例があります。これを少なくするよう
な体制整備をお願いいたします。
　■受注時間の前倒しのお願い（物流の効率化）
　工業会会員での発送準備、物流業者の準備時間を確保し、
また、より効率的な配送を行なうために、発注から納品まで
のリードタイムの拡大をお願いします。具体的には、在庫品
に付いて納入3日前（受注日、発送日間に中1日を確保）に発注
いただけるよう、ご配慮願います。現状は、一部当日発注、当
日納品の事例も見受けられます。この他、納期前日・納期当日
の変更・キャンセルをお控えいただきますようお願い申し上
げます。
　■納品時間指定の緩和について（物流の効率化）
　待機時間削減に関するお願いの項目にも記載しましたが、
納品指定時間に合わすために外部にて待機した事例がありま
す。また、特定の時間に集中したために場所の制約により待
機することも考えられます。待機時間削減はドライバーが作
業時間短縮を目指していても解決できる問題ではなく、効率
化に関しては重要な課題になっています。これに繋がる対策
として指定時間の緩和をご検討願います。
　■まとめ納品に関するお願い（物流の効率化）
　効率化を図るため、納品をまとめることをご検討願います。
これを可能にするための設備設置についてご検討願います。
　■日曜・祝日納品の全廃のお願い（商慣行の見直し）
　ドライバーの負荷低減のため、日曜・祝日の納品を止める
ようご配慮願います。やむを得ず納品が発生する場合は、前
述の付帯作業同様に費用の請求をお願いすることになります
が、日曜・祝日納品全廃は、「トラック作業者に必要な休日の
確保」のためのお願いですのでご協力願います。
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　▼死傷災害の増加に歯止めを！
　愛知労働局では「職場の年末安全衛生推進運動」の趣旨につ
いて次のように述べている。「愛知労働局管内において、令和
5年に労働災害により亡くなった方は、35人（前年比1人減）、
新型コロナ感染症を除く死傷災害に被災された方（以下、死
傷者）は7817人（前年比3.0％増）となっている。また、本年9
月末日現在、労働災害により亡くなった方は21人（前年同期
比1人増）、死傷者は5209人（前年同期比5.5％増）となってお
り、死傷者数は高止まりとなっている。
　愛知労働局及び管下労働基準監督署では、自律的でポジ
ティブな安全衛生管理の促進を図るため『安全経営あいち』

（※）を推進しており、年末を迎えるにあたり、働く方々が誰
一人ケガをすることなく明るい新年を迎えられるよう、現場
や作業の実態と関わる危なさを把握し、事業者が守るべき

「基本」を決め、労働者が定められた基本動作を守るという
「基本的な管理」を日々実践していくことを提唱し、『令和6年
度 職場の年末安全衛生推進運動』を実施する」。
　▼主唱者実施事項
　●局署及び労働災害防止団体との合同パトロール●本運動
の周知による管内事業場の安全衛生意識の啓発。
　▼事業場実施事項
　①事業者の実施事項＝現場や作業の実態と関わる危なさの
把握、守るべき「基本」を定め労働者への徹底を図る。
　②労働者の実施事項＝定められた基本の遵守。
　▼事業者の「基本」と労働者の「管理」
　【事業主の守るべき基本】
　●整理整頓のための収納場所を決めているか●作業に応じ
た服装や保護具を決めているか●作業手順を決めているか

（臨機応変な対応を求めるのは「基本」を決めた上でのこと）●
安全通路を決めているか●階段に手すりを設置しているか●
機械装置の異常時に「止める・呼ぶ・待つ」と決めていても、ど
のボタンで止めるのか教育しているか、誰をどのように呼ぶ

のか決めているか、どのように待つのか決めているか●機械
の清掃、注油、修理、点検など、手順を決めているか●あらか
じめ作業計画を決め、関係者に周知しているか。
　【労働者の守るべき基本動作】
　●整理整頓をする●決められた服装や保護具を身につけて
作業をする●決められた作業手順を守る●決められた通路を
歩く●階段では手すりを持つ●機械装置に異常があれば「止
める・呼ぶ・待つ」を励行する●機械の掃除、注油、修理、点検
などでは機械を停止する●作業計画を変更しなければならな
いときは判断を仰ぐ。
　【本来の「管理」を考える】
　愛知労働局、管下労働基準監督署では、「守るべき『基本』を
決めるためには、現場や作業の実態と関わる危なさを把握す
ることが必要不可欠であり、危なさの度合いに応じて対応を
決め基本をしっかり定める」としている。そしてさらに、「基
本を決め、守らせるのは事業主の役割であり、定められた基
本動作を守るのは労働者の役割である。労働者に任せた安全
衛生『活動』から、事業主の行なう安全衛生『管理』」へ、本来の
管理に立ち戻ることを提唱する」と、安全衛生への啓蒙を促
している。
　（※）「安全経営あいち」
　「安全経営あいち」は、愛知労働局が推進している「安全経
営」に関する取り組みになる。その要旨は、「安全管理を経営
課題と捉え、生産性、品質、原価、納期、士気、環境を向上さ
せ、同時に企業価値をも向上させるなど、一体的、戦略的に管
理する経営手法、それが安全経営あいち」になるとしている。
　現在、安全経営あいちの普及促進に賛同する「安全経営あ
いち賛同事業場制度」で賛同事業場を募集している。賛同事
業場は、名称・ロゴを使用することができる。
　※「職場の年末安全衛生推進運動」、「安全経営あいち」の詳
細は、愛知労働局　で検索

愛 知 労 働 局 からの お 知らせ

令和６年度
「職場の年末安全衛生推進運動」展開
労働災害防止への取り組み

　年末恒例の「職場の年末安全衛生推進運動」が12月１日〜 31日までの
１か月にわたり展開される。愛知労働局においても死傷災害の増加に歯
止めが掛からない状況を打開しようと、管下労働基準監督署と共に、「令
和６年度 職場の年末安全衛生推進運動」を実施する。

スローガン＝「無災害　みんなで迎える　明るい新年」
実 施 期 間＝令和6年12月1日〜12月31日
主　唱　者＝愛知労働局及び管下労働基準監督署
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

■愛印工組／労務・新人教育委員会

｢印刷現場の職長教育」実施

職長の3大任務
安全衛生・生産の確保・職場の人間関係

　愛知県印刷工業組合（酒井良輔理事長、愛印工組）の労務・
新人教育委員会（山本芳弘委員長）は、10月18日、19日の2日
間、名古屋・高岳のメディアージュ愛知会議室において、鳥原
久資氏（㈱マルワ代表取締役社長）を講師に招聘し、「令和6年
度 印刷現場の職長教育」講座を開講した。この教育は、労働
安全衛生法施行令の改正により印刷業においても義務化され
たもので、危険を伴う現場での作業を安全に行なうための教
育になっている。指定されている内容は一般的な安全教育と

なっているが、講座では、印刷現場に即した事例と副教材を
用意し、グループワークを取り入れながら行なわれた。2日間
合計12時間の長丁場であったが、受講生13名は職長として
の必須項目を習得した（本稿は、鳥原講師の講演内容をまと
めたものである）。

　職長とは

　■開会に先立ち、労務・新人教育委員会の渡邉茂央委員が
開会の挨拶で、「労働安全衛生法における『職長教育』の対象
業種に『印刷物加工業』が追加されたことに伴い、職長教育を
1日6時間ずつ2日間実施する。講師は前愛印工組理事長を務
めた鳥原久資氏にお願いした。印刷現場に相応しい職長教育
の講義を行なっていただく」と述べた。
　■講座の冒頭鳥原講師は、職長教育について「職長という
名称はもともと印刷業にはないが、職場において労働者を
直接指揮・監督する人であり、事業場によっては監督、班長、
リーダー、作業長など様々な名称で呼ばれている。職長は現
場で部下を指導、監督する人であるから部下が居れば職長で
ある。新任の職長には、職長としての職務を果たすために必
要な能力を付けるための職長教育が法令で定められている。
罰則はないが職長教育を受けなくてはいけない理由として、
もしも労働災害が起きた時、職長が居るか、居ないかで、会社
の安全衛生への取り組み方が判断され、労働基準監督署の視
点が変わる」と説明。さらに、「職長は管理者と労働者の間に

グループワークを取り入れながら
の職長教育（上）、講師を務めた鳥
原㈱マルワ代表取締役社長（右）

講師：鳥原久資氏
　　　㈱マルワ代表取締役社長

　■職長教育
　職長教育は、労働安全衛生法施行令の改正により、印
刷業においても義務化され、経営者は自社の各現場にお
いて作業中の労働者を直接指導・監督する立場の社員（職
長）に対して ｢職長教育｣（12時間以上の安全衛生講習）を
実施しなければならないとされた。（労働安全衛生法第
60条／令和5年4月1日施行）

　■職長の範囲と職長教育
　職長教育は、事業者が行なう教育になるが、教育を行
なう講師は、「教育事項について十分な知識及び経験を
有する者」と定められている。事業場内に講師となる者
がいない場合は、外部機関の実施する「特別教育（職長教
育）」を対象者が受講することで、事業者が行なう職長教
育とすることも可能である。
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位置し〝要〟の役にあたる」と強調。
　■職長として必要な12項目の項目が挙げられた。「①指導
及び教育、②監督および指示、③適正に配置、④改善及び安全
に努める、⑤環境条件の保持（5S、安全）、⑥整理整頓及び安
全衛生、⑦作業手順を定める、⑧作業方法の改善、⑨異常時に
おける措置、⑩災害時における措置、⑪リスクアセスメント、
⑫災害防止についての関心の保持及び労働者の創意工夫を引
き出す」。

　職長の役割と責務

　■鳥原講師は、「職長は、職場のキーパーソン（鍵となる人
物）である」と指摘し、「リスクを一番知っている人であり、そ
れだけに期待される役割と責務があるので、部下への影響力
の大きさを自覚しなくてはならない」とした。
　■その役割と責務について、「①先取りの安全衛生＝現場
を見る力をつけ、異常をいち早く見付け是正する。②情報管
理の要が職長＝管理者からのいろいろな指示を作業者に伝
える。その時に一番大事なのは、いわれたことをそのまま伝
えるのではなく、その人に合った伝え方をしなくてはいけな
い。③部下の育成＝知識、技能、態度など、褒めることに力点
をおき、ポジティブな発信でモチベーションをアップする」
などのポイントを挙げる。特に、「職長は部下への影響力の大
きさを自覚する」ことを強調した。
　■また、職長の主要な任務について触れ、「①安全衛生の確
保⇨より安全に、②生産の確保⇨より良く（品質）・より安く

（コスト）・より早く（納期）、③職場の人間関係の保持⇨道徳・
しつけ・態度」などを挙げ、これを「職長の三大任務」とした。
　■さらに、具体的な項目として、「①職場会議の主催、②危
険性又は有害性などの調査（リスクアセスメント）の実施、③
作業に関する安全衛生の基準となるべきもの（作業手順など）
を整備し部下に守らせる、④自主点検表を整備し部下に点検
させる、⑤作業環境測定が必要な作業名および測定結果を把
握しておく、⑥整理・整頓基準を整備しそれを励行させる、⑦
作業者の資格、能力を考慮して適正配置を行なう、⑧安全衛
生に関する教育・訓練を実施する、⑨部下の安全衛生意識の
高揚を図るための活動を推進する、⑩異常時、緊急時の措置
ルートを整え、部下に徹底する、⑪部下の健康状況の把握に
努める、⑫職場内に法令で定められている表示・標識の設置
を行なう」など、多種・多様な業務が紹介された。
　■一方、職長の法的責任の範囲について、「職長の権限に委

譲された業務 ⇨ 職長が責任を持って推進することが要請さ
れる」としている。その上で、「職長は、法律上その法人又は人
の業務に関して、労働安全衛生法違反をしたときは、その行
為者として責任がともなってくることを忘れてはならない」
と注意を促している。

　職長教育の教育事項

　■鳥原講師は、「職長教育の教育事項は、労働安全衛生法令
で定められている」とし、以下の11項目を挙げた。①作業手
順の定め方、②労働者の適正な配置の方法、③指導及び教育
の方法、④作業中における監督及び指示の方法、⑤危険性又
は有害性などの調査の方法、⑥危険性又は有害性などの調査
の結果に基づき講ずる措置、⑦設備、作業などの具体的な改
善の方法、⑧異常時における措置、⑨災害発生時における措
置、⑩作業に関わる設備及び作業場所の保守管理の方法、⑪
労働災害防止についての関心の保持及び労働者の創意工夫を
引き出す方法。
　■また、教育事項の中で、必要不可欠となる2つの習得が示
された。「1つ目は、問題を早期に見つけ解決する技術の習得に
なる。職場の不安定状態や作業者の不安全行動を見逃さず、問
題（異常）があれば早期に発見し解決を図る。これにより常に正
常な状態での生産活動が進められる。2つ目は、リーダーシッ
プ能力の習得である。職場の問題を計画的・効率的、なおかつ
確実に解決するためには、部下への動機づけ、いかに部下を動
かすかなど、リーダーシップ能力の習得が必要」と指摘する。

　■第2回「クリエイターコラボ事業」参加説明会開催
　愛印工組／ CSR・ブランディング委員会（鈴木裕一委員長）
が担当する「第2回クリエイターコラボ事業（ワクワクぷり
んと博覧会）」の組合企業向け参加説明会が10月16日メディ
アージュ愛知会議室で開催された。説明会では、事業の趣旨、
開催概要、前回出展企業の事例紹介、参加エントリー方法、ス
ケジュールなどが説明された（16社が参加）。
　【今後のスケジュール（予定）】
　●マッチングイベント：2025年1月31日、●キックオフイ
ベント：2025年2月、●プロダクト開発期間：2025年2月〜
2025年10月、●プロダクト発表：2025年10月18 〜 19日
の2日間、●開催場所：星が丘テラス。
　【詳細については、CSR・ブランディング委員会】
　waku-p＠googlegroups.comまでお問い合わせ下さい。
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編 集 だ よ り
　■早いもので今年も残りわずかー。振り
返ってみれば、社会環境、自然環境ともに
大変な年でした。来年は穏やかな年である
ことを期待したいものです。1 年間ありが
とうございました。

今 月の 本 箱   

の競争力を高め厳しい現状を乗り越える決
意が込められている。ポスターには、生成
AI で作成したアンドロイドの女性戦士が
登場している。彼女、私たちと共に戦いな
がら前進する姿を描いており、未来への希
望と挑戦を表現している。
　Print Doors 2025 は、今後の経営基盤
を確立する参考になるとともに、将来へ向
けての設備計画の方向付けの場所として、
大きな期待が寄せられている。また、会場
では恒例の印刷ビジネス交流コーナー「コ
ラボレーション展」、「特別セミナー」も併
催され、情報交換に華が咲く。
　【開催概要】
　●会期：2025 年 1 月 22 日（水）〜
23 日（木）2 日間
　●時間：1月22日AM10：00〜PM5：00、
1月23日AM9：00〜PM4：00
　●会場：名古屋市国際展示場ポートメッ
セなごや 3 号館（名古屋市港区金城ふ頭
2 － 2、TEL052-398-1771）
　●併催：コラボレーション展、特別セミ
ナー、お楽しみ抽選会
　【支援団体】
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組
合、三重県印刷工業組合、（一社）日本グラ
フィックサービス工業会愛知県支部、愛知
県製本工業組合、中部グラフィックコミュニ
ケーションズ工業組合、愛知県トムソン工
業組合、東海北陸シーリング印刷協同組合

　印刷機材の総合商社㈱光文堂（讃岐秀昭
社長）は、令和 7 年 1 月 22 日〜 23 日の
2 日間、名古屋市港区の金城ふ頭にある名
古屋市国際展示場（ポートメッセなごや）
3 号館において、第 61 回光文堂新春機材
展「Print Doors 2025」を開催する。
　今回のテーマは「Slim & Strong 〜そ
の先へ〜」を掲げ、印刷・情報関連産業の
現在と未来を知ることができる 2 日間と
なる。
　光文堂では、最新の技術と想像力を駆使
して、印刷産業の未来を切り開くとしてお
り、今回のテーマには、未来に向けての無
駄がなく強靭な経営を目指し、企業として

「第 4 章 関連産業の動向」では、クライア
ント産業の動向を探り、「第 5 章 印刷産業
の経営課題」では、AI 活用・地域活性化・
デジタルマーケティング・人材などに加え、
新たにサステナビリティと事業承継を取り
上げ、印刷産業が取り組むべき課題を整理
している。
　【本書の概要】
　●タイトル：印刷白書 2024
　●監修・著：（公社）日本印刷技術協会
　●判型：A4 判並製本
　●頁数：120 頁（オールカラー）
　● ISBN：978-4-88983-179-5
　●発行：（公社）日本印刷技術協会
　●定価：9,900 円（本体 9,000 円 + 税
10％）※ JAGAT 会員は、特別割引価格
8,300 円
　●通信販売：下記ウェブサイトより
※ https://www.jagat.or.jp/cat10/
cat10-4　　

日本印刷技術協会

｢印刷白書2024」
印刷業界で唯一の白書発行

■第61回光文堂新春機材展開催

Print Doors2025
令和7年1月22日・23日／2日間開催

　公益社団法人日本印刷技術協会（略称：
JAGAT）では、印刷業界で唯一の白書「印
刷白書 2024」を発行した。業界の白書と
して 1994 年に刊行以来、30 年にわたり
毎年情報を更新し続けており、印刷産業の
動向把握に必要となる公式データを網羅
し、UD 書体を使った見やすくわかりやす
い図版を多数掲載、JAGAT オリジナルデ
ータも充実させている。また、昨年度より
デジタルデータ印刷を活用してオールカラ
ーとなり、より見やすく分かりやすい誌面
を構成している。
　「印刷白書 2024」では、「第 1 章 Key
note」を page2025 のテーマ「共奏」と
連動させ、〝「共奏」ビジネス〟とした。

JAGAT として、これからの印刷会社が新
しいビジネスにシフトしていくためには、
クライアント・マーケター・消費者・デジ
タルメディアなどによる「共奏」が不可欠
であり、この「共奏」ビジネスこそが印刷
ビジネスの本流であると考える。「第 2 章 
印刷産業の動向」では、印刷産業の現状と
課題を俯瞰的に捉え、「第 3 章 印刷トレン
ド」では、技術的課題を整理した。そして
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KOBUNDO NEW PRODUCTS

TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


